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（事案） A社と X社の担当者の間で，A社が X社から「PS112」という
機械を購入する話がまとまった。そこで，A社の担当者は，上司の
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決裁を得て注文書を X社に送付したのであるが，この注文書には購
入する機械の型番が「PS122」と誤って記載されていた。これを受け
取った X社の担当者は，「PS112」を売却するという上司の決裁を得
て，A社に注文請書を返したのであるが，注文書に記載されていた
型番の誤記に気がつかなかったため，注文請書の型番も「PS122」と
なっていた。
（設問） 本件売買契約は，何を目的物として成立したものであると考え
られるか。注文書および注文請書の型番誤記が本件売買契約の効力
に影響を与えるか，錯誤の成否にも言及しつつ述べなさい。
⑵ どのような答案が多かったか
ex. 担当者同士の話し合いで「PS112」を売買するという契約が成立
しており，注文書と注文請書の「PS122」は誤記に過ぎない
⑶ 問題点
ⅰ 担当者同士の話し合いで売買契約は成立するか
→・担当者に代理権があるか
ⅱ 注文書・注文請書の誤記の意味
→・契約は，表示行為（注文書・同請書）の客観的な意味によって
決まる
・誤記は，表示の錯誤の典型例
ⅲ 概念（代理とは何か，錯誤とは何か）をしっかり理解することが重要
２ 自分の頭で考え，理解する勉強をしよう
⑴ 暗記は駄目
ⅰ 暗記からは，応用力・問題解決能力が生まれない
＊世の中に全く同じ問題は存在しない
ⅱ 定義を暗記して，その文言に機械的に当てはめるのも駄目
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＊ 94 条２項類推適用の要件は，①虚偽の外観，②本人の帰責性，③
相手方の信頼といわれているが，本人の重大な過失によって虚偽
の外観が作出された（本人は，虚偽の外観が作出されたことを知
らない）場合，②の「本人の帰責性」は認められるか
ⅲ 意味を理解することが重要
⑵ どのように考えたらよいか
ⅰ 論理的に考える
ァ 常に「なぜだろう」と考える
＊論理とは，理由の連鎖である
ィ 趣旨から考える
＊前記新司法試験問題の結論をどう考えるか
ゥ 結論ありきではなく，まず理論構成から考える
＊「行列のできる法律相談所」のタレントの答では駄目
ⅱ 結果的妥当性も考える
ァ 論点の理由付けは，論理性と結果的妥当性の両面から考えよう
ィ 結果的妥当性の判断にあたっては，常識と利益衡量が大事
ⅲ 常に具体的な事例で考えるようにしよう
３ 勉強法に関する３つの手法
⑴ 読む
ⅰ 基本書は何度も読み返し，完全に自分のものにする
ⅱ 分からないところがあったら，他の教科書を読んでみる
ⅲ 論点については，詳しい参考書等にもあたってみる
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⑵ 話す
ⅰ 法律学は議論の学問である
ⅱ 分からないことがあったら，すぐ誰かに聞く
⑶ 書く
ⅰ 書くことによって，本当に理解できていたかどうかが分かる
ⅱ 書くことによって，思考が一層深まる
ⅲ 法曹にとって文書作成能力は非常に重要
第３ 具体的な質問に答える
１ 勉強時間
＊どんなことがあっても，最低毎日 10 時間は勉強時間を確保しましょ
う
２ 授業への参加の仕方
⑴ 予習と復習
ⅰ 1L
ⅱ 2L
⑵ 双方向・多方向
ⅰ 双方向・多方向とは
ⅱ 双方向・多方向の授業に参加する上での留意点
ァ 教員から指名されて質問された場合
・大きな声で，みんなに分かるように答えましょう
・長時間考えないで，思ったことをすぐに答えましょう
・教員に答を聞き返すのは駄目
ィ 他の人が指名された場合
・自分が指名されたと思って，一緒に考えましょう
ゥ 指名されないでも，積極的に挙手して発言（質問）しましょう
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３ 基本書の利用の仕方
⑴ 基本書の選択
ⅰ 1L 基本的に，教科書と指定されている本
ⅱ 2L 自分に一番あった本を選ぶ
⑵ 基本書と参考書
ⅰ 基本書
ⅱ 参考書
⑶ 基本書をサブノートに変える
ⅰ 記号をつけたり，線を引いたりして読む
ⅱ 足りない情報を書き込む
４ 各学年の到達目標
⑴ 1L
⑵ 2L
⑶ 3L
５ 予備校をどう考えるか
⑴ 予備校の本
⑵ 予備校の授業
⑶ 模擬テスト
以上
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